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規

則

青
森
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
規
則
第
二
号

青
森
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則

(

昭
和
四
十
五
年
二
月
青
森
県
規
則
第
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中

｢

第
十
六
条｣

を

｢

第
十
六
条
第
一
項｣

に
改
め
る
。

第
四
条
中

｢

当
該
都
市
計
画
区
域
内｣

を

｢

当
該
案
件
に
関
係
の
あ
る
市
町
村
の
区
域
内｣

に
改

め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

青
森
県
告
示
第
百
十
一
号

生
活
保
護
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の
た
め
の
施
術
を
担
当
さ
せ
る
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た

の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾
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三
戸
郡
五
戸
町
字
下

大
町
三
〇
の
一

�
����

���

��

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
	



�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
�



( )

青
森
県
告
示
第
百
十
二
号

漁
船
損
害
等
補
償
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号)

第
百
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
次
の
発
起
人
の
次
の
加
入
区
に
係
る
届
出
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
同
法
第
百
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
っ
た
と
認
め
た
の
で
、
同
法
第
百
十
二
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
示
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
告
示
百
十
三
号

土
地
収
用
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下

｢

法｣

と
い
う
。)

第
二
十
条
の
規

定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

起
業
者
の
名
称

常
盤
村

二

事
業
の
種
類

常
盤
村
営
墓
地
公
園
建
設
事
業

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

青
森
県
南
津
軽
郡
常
盤
村
大
字
若
松
字
安
田
地
内

２

使
用
の
部
分

青
森
県
南
津
軽
郡
常
盤
村
大
字
若
松
字
安
田
地
内

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件

本
件
事
業
は
、
遺
骨
を
埋
蔵
す
る
場
所

(

以
下

｢

墳
墓｣

と
い
う
。)

を
設
置
す
る
施
設

(

以
下

｢

墓
地｣

と
い
う
。)

を
整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
第
三
条
第
三
十
二
号

の

｢

国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
公
園
、
緑
地
、
広
場
、
運
動
場
、
墓
地
、
市
場
そ
の

他
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設｣

に
該
当
す
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る

と
判
断
さ
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
常
盤
村
に
お
い
て
は
、
既
に
一
般
会
計
に
よ
り
財
源
措
置
を
講

じ
、
ま
た
、
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
四
十
八
号)

第
十
条
第

一
項
に
よ
る
墓
地
を
経
営
し
よ
う
と
す
る
者
が
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
常
盤
村
長
の
許
可
を

受
け
ら
れ
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
意
思
と
能
力
を
有
し
て
お
り
、

法
第
二
十
条
第
二
項
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件

本
件
事
業
を
施
行
す
る
常
盤
村
に
お
い
て
は
、
新
興
住
宅
地
の
販
売
等
に
よ
り
世
帯
数
が
毎

年
増
加
し
て
い
る
な
か
、
世
帯
毎
に
必
要
と
す
る
墳
墓
の
取
得
が
著
し
く
困
難
な
状
況
と
な
り
、

遺
骨
を
自
宅
に
安
置
す
る
世
帯
が
生
じ
る
等
、
墓
地
の
速
や
か
な
建
設
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
本
件
事
業
は
、
墓
地
を
建
設
し
村
民
に
墳
墓
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

村
民
の
宗
教
的
感
情
に
適
合
し
、
か
つ
、
公
衆
衛
生
そ
の
他
公
共
の
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
と

こ
ろ
が
極
め
て
大
き
い
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
に
よ
り
得
ら
れ
る

利
益
は
存
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

一
方
、
本
件
事
業
は
、
環
境
影
響
評
価
法

(

平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号)

等
の
対
象
事
業

と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
起
業
地
は
、
周
辺
に
住
家
が
見
ら
れ
な
い
農
業
振
興
地
域
内
の

水
田
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
環
境
及
び
自
然
環
境
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
も
の
と
考
え
ら
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立
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政

男

下
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脇
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沢
村
大
字
脇
野
沢
字
寄
浪
二
〇
番
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村

忠

司

下
北
郡
脇
野
沢
村
大
字
脇
野
沢
字
蛸
田
二
二
番
地
三
杉

本

光

弘

脇

野

沢

下
北
郡
東
通
村
大
字
猿
ケ
森
字
尻
労
道
三
三
番
地
二
一

石

田

勝

信

下
北
郡
東
通
村
大
字
猿
ケ
森
字
村
中
二
六
番
地
橋

本

隆
次
郎

下
北
郡
東
通
村
大
字
猿
ケ
森
字
尻
労
道
五
〇
番
地川

口

潔

猿

ケ

森



( )

れ
、
さ
ら
に
、
文
化
財
保
護
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号)

等
に
よ
る
文
化
財
は

確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
加
え
て
、
本
件
事
業
に
係
る
説
明
会
に
お
い
て
も
失
わ
れ
る
利
益
に
関

す
る
意
見
等
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
小
さ
い
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
件
事
業
の
起
業
地
は
、
利
用
者
の
交
通
の
利
便
性
か
ら
整
備
さ
れ
た
道
路
に
面
し
、
墳
墓

の
取
得
を
希
望
す
る
村
民
の
多
い
地
区
に
近
い
こ
と
、
ま
た
、
社
会
的
観
点
か
ら
住
家
よ
り
二

百
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
候
補
地
を
三
箇
所
選
定
し
、
さ
ら
に
、

候
補
地
に
お
け
る
交
通
の
利
便
性
、
社
会
性
及
び
経
済
性
の
優
劣
を
比
較
し
た
も
の
で
、
三
候

補
地
中
最
も
適
切
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
本
件
事
業
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
を
比

較
衡
量
し
た
結
果
、
本
件
事
業
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、
本
件
事
業
の
起
業
地
は
、
他
の
候
補
地
と
比
較
し
て
最
も
適
切
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件

村
民
の
宗
教
的
感
情
に
適
合
し
、
か
つ
、
公
衆
衛
生
そ
の
他
公
共
の
福
祉
の
向
上
に
資
す
る

墓
地
の
建
設
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
早
期
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
本
件
事
業
に
係
る

起
業
地
の
範
囲
は
、
墳
墓
、
車
道
等
の
設
置
に
必
要
な
最
小
限
の
範
囲
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
起

業
地
の
収
用
の
範
囲
は
、
一
時
的
な
利
用
に
供
さ
れ
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
使
用
の
手
段
は
馴

染
ま
な
い
た
め
、
収
用
の
手
段
を
講
じ
る
こ
と
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

た
め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

五

法
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

常
盤
村

青
森
県
告
示
第
百
十
四
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号)

第

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
青
森
県
県
土
整
備
部
河
川
砂
防
課
及
び
十
和
田
県
土
整
備
事
務
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

松
原
一
丁
目
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
一
号
か
ら
標
柱
十
二
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び

標
柱
一
号
と
標
柱
十
二
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
標
柱
八
号
と
標

柱
九
号
を
結
ん
だ
線
は
町
道
明
神
下
九
号
線
左
側
官
民
地
境
界
線
と
し
、
そ
の
他
の
各
標
柱
を
結
ぶ

線
は
直
線
と
す
る
。

標
柱
を
設
置
し
た
土
地
の
表
示

青
森
県
告
示
第
百
十
五
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号)

第

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
青
森
県
県
土
整
備
部
河
川
砂
防
課
及
び
む
つ
県
土
整
備
事
務
所
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
五
日
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標
柱
番
号

市

町

村

名

大

字

名

字

名

地

番

一二三四五六七八九十十
一

十
二

上
北
郡
百
石
町

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

松
原
一
丁
目

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

二
一
五
の
五

二
一
五
の
一

二
一
五
の
一

七
三
の
七
七
四

七
三
の
七
七
四

七
三
の
七
七
四

二
四
五

二
一
九

七
三
の
七
二
五
地
先

七
三
の
七
三
七

七
三
の
四
七
四

七
三
の
七
三
六



( )

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

川
目
二
号
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
一
号
か
ら
標
柱
八
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標

柱
一
号
と
標
柱
八
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
各
標
柱
を
結
ぶ
線
は

直
線
と
す
る
。

標
柱
を
設
置
し
た
土
地
の
表
示

青
森
県
告
示
第
百
十
六
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号)

第

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
六
十
一
年
一
月
二
十
三
日
青
森
県
告
示
第
四
十
三
号

(
急
傾
斜

地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定)

の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
正
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
青
森
県
県
土
整
備
部
河
川
砂
防
課
及
び
弘
前
県
土
整
備
事
務
所
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

六

広
船
二
号
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
一
号
か
ら
標
柱
十
九
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及

び
標
柱
一
号
と
標
柱
十
九
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
標
柱
十
号

と
標
柱
十
一
号
を
結
ん
だ
線
は
町
道
一
二
六
八
号
線
左
側
官
民
地
境
界
線
と
し
、
標
柱
十
四
号
と

標
柱
十
五
号
を
結
ん
だ
線
は
町
道
一
二
七
三
号
線
左
側
官
民
地
境
界
線
と
し
、
標
柱
一
号
と
標
柱

十
九
号
を
結
ん
だ
線
は
町
道
一
○
七
号
線
右
側
沿
い
境
界
線
と
し
、
そ
の
他
の
各
標
柱
を
結
ぶ
線

は
直
線
と
す
る
。

標
柱
を
設
置
し
た
土
地
の
表
示
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標
柱
番
号

市

町

村

名

大

字

名

字

名

地

番

一二三四五六七八

下
北
郡
佐
井
村

〃〃〃〃〃〃〃

佐
井

〃〃〃〃〃〃〃

大
佐
井
川
目

湯
ノ
川
越

〃〃〃〃〃〃

一
二
三
の
一
五

八
四
六

八
四
六

八
四
六

八
四
六

八
四
六

八
四
六

八
四
六

標
柱
番
号

市

町

村

名

大

字

名

字

名

地

番

一二三四五六七八九十十
一

十
二

十
三

十
四

十
五

十
六

十
七

十
八

十
九

南
津
軽
郡
平
賀
町

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

広
船

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

広
沢

〃〃〃〃山
下

〃〃〃〃〃〃〃広
沢

〃〃〃〃〃

三
三
○

三
二
七
の
一

三
二
七
の
二

三
七
五
の
一

三
七
五
の
二

六
六
の
一

六
七
の
一

六
七
の
二

六
七
の
二

七
三
の
一
○

七
三
の
八

六
二
の
二

六
五
の
一

三
五
七
の
五

三
五
二
の
一

三
四
七
の
一

三
三
五
の
一

三
三
四
の
一

三
三
三
の
二
地
先
道
路

敷



( )

青
森
県
告
示
第
百
十
七
号

都
市
計
画
法

(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
青
森
都
市

計
画
道
路
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
平
成
十
六
年
二
月
十
八
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

施
行
者
の
名
称

青
森
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類

青
森
都
市
計
画
道
路
事
業

(

三
・
四
・
十
五
号
里
見
丸
山
線)

三

事
業
施
行
期
間

平
成
十
一
年
七
月
十
四
日
か
ら
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

１

収
用
の
部
分

変
更
な
し

２

使
用
の
部
分

な
し

青
森
県
告
示
第
百
十
八
号

都
市
計
画
法

(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
青
森
都
市

計
画
道
路
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
平
成
十
六
年
二
月
十
八
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

施
行
者
の
名
称

青
森
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類

青
森
都
市
計
画
道
路
事
業

(

三
・
三
・
十
二
号
浜
田
大
野
線
外
一
線)

三

事
業
施
行
期
間

平
成
十
一
年
一
月
二
十
七
日
か
ら
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

１

収
用
の
部
分

変
更
な
し

２

使
用
の
部
分

な
し

青
森
県
告
示
第
百
十
九
号

都
市
計
画
法

(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
弘
前
広
域

都
市
計
画
道
路
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
平
成
十
六
年
二
月
十
八
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

施
行
者
の
名
称

弘
前
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類

弘
前
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業

(

三
・
三
・
二
号
富
士
見
町
撫
牛
子
線)

三

事
業
施
行
期
間

平
成
五
年
五
月
十
七
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

１

収
用
の
部
分

変
更
な
し

２

使
用
の
部
分

な
し

青
森
県
告
示
第
百
二
十
号

都
市
計
画
法

(
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
十
和
田
都

市
計
画
道
路
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
平
成
十
六
年
二
月
十
八
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。
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( )

(

発
行
所
・
発
行
人)

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

(
印
刷
所
・
販
売
人)

青
森
市
古
川
二
丁
目
一
七
番
五
号

東
奥
印
刷
株
式
会
社

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
十
五
円
一
銭

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行

平
成
十
六
年
二
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

施
行
者
の
名
称

十
和
田
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類

十
和
田
都
市
計
画
道
路
事
業

(

三
・
三
・
二
号
儀
兵
平
・
千
歳
森
線)

三

事
業
施
行
期
間

平
成
九
年
十
月
十
七
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

１

収
用
の
部
分

変
更
な
し

２

使
用
の
部
分

な
し

公

告

河
川
整
備
計
画
の
案
の
縦
覧

二
級
河
川
磯
崎
川
水
系
に
関
す
る
河
川
整
備
計
画
の
案
を
作
成
す
る
の
で
、
河
川
法

(

昭
和
三
十

九
年
法
律
第
百
六
十
七
号)

第
十
六
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

１

河
川
整
備
計
画
の
案
に
関
す
る
書
類

２

公
聴
会
に
関
す
る
書
類

３

懇
談
会
に
関
す
る
書
類

二

縦
覧
の
期
間

平
成
十
六
年
二
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
三
月
九
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

青
森
県
県
土
整
備
部
河
川
砂
防
課
及
び
鰺
ケ
沢
県
土
整
備
事
務
所

四

意
見
書
の
提
出

関
係
住
民
は
、
次
に
よ
り
意
見
書
を
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１

意
見
書
の
様
式
及
び
記
載
事
項

任
意
の
様
式
に
意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に
住
所
及
び
氏
名
を
明
確
に
記
載
す
る
こ

と
。

２

意
見
書
の
提
出
期
限

平
成
十
六
年
三
月
十
六
日

３

意
見
書
の
提
出
先

青
森
県
県
土
整
備
部
河
川
砂
防
課

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了

次
の
と
お
り
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
都
市
計
画
法

(

昭
和
四
十
三
年
法
律

第
百
号)

第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
六
年
二
月
二
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾
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開
発
区
域

(

工
区)

に
含
ま
れ
る
地

域
の
名
称

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及

び
氏
名

(

名
称)

南
津
軽
郡
藤
崎
町
大
字
林
崎
字
沼
田
一
〇
七

の
一
、
一
〇
七
の
七
及
び
一
〇
七
の
八

弘
前
市
大
字
駒
越
町
一
六
有
限
会
社
オ
ー
タ


